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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ミリ波通信ネットワークの同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を、基地局
によって決定するステップと、
　前記ミリ波通信ネットワークに関連付けられた1つまたは複数の特性を、前記基地局に
よって識別するステップと、
　前記識別された特性に少なくとも部分的に基づいて、前記狭帯域信号成分および前記広
帯域信号成分のうちの少なくとも1つのパラメータを、前記基地局によって選択的に調整
するステップと
を含み、
　前記少なくとも1つのパラメータを調整するステップが、
　前記狭帯域信号成分と前記広帯域信号成分との間の送信電力分割を調整するステップ
を含む、方法。
【請求項２】
　前記送信電力分割が、前記狭帯域信号成分の第1の送信電力と前記広帯域信号成分の第2
の送信電力の比を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記狭帯域信号成分および前記広帯域信号成分を送信するソースのカバレージエリアの
エッジにある1つまたは複数のユーザ機器(UE)による前記狭帯域信号成分の検出の低減を
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、前記基地局によって識別するステップと、
　前記識別された低減に少なくとも部分的に基づいて、前記狭帯域信号成分の第1の送信
電力を、前記基地局によって増加させるステップと、
　前記識別された低減に少なくとも部分的に基づいて、前記広帯域信号成分の第2の送信
電力を、前記基地局によって減少させるステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記狭帯域信号成分および前記広帯域信号成分を送信するソースのカバレージエリア内
にある1つまたは複数のユーザ機器(UE)間のタイミング同期の事前定義されたレベルを示
す情報を、前記基地局によって受信するステップと、
　前記タイミング同期のレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記狭帯域信号成分およ
び前記広帯域信号成分のうちの少なくとも1つの前記パラメータを、前記基地局によって
選択的に調整するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記1つまたは複数の特性が、前記狭帯域信号成分および前記広帯域信号成分を送信す
るソースのカバレージエリア内にある1つまたは複数のユーザ機器(UE)間のタイミング同
期のレベル、誤った同期信号を検出する前記1つまたは複数のUEに関連付けられたフォー
ルスアラーム率、前記ソースの前記カバレージエリアに入るUEの分布、あるいはそれらの
組合せのうちの1つまたは複数を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記狭帯域信号成分がビーコン信号を含み、前記広帯域信号成分が広帯域信号を含む、
請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記広帯域信号がZadoff-Chuシーケンスを含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記同期信号の前記狭帯域信号成分および前記広帯域信号成分が、1つまたは複数のビ
ームフォーミングされた信号を介して指向的に送信される、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ミリ波通信ネットワークの同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を決定する
ための手段と、
　前記ミリ波通信ネットワークに関連付けられた1つまたは複数の特性を識別するための
手段と、
　前記識別された特性に少なくとも部分的に基づいて、前記狭帯域信号成分および前記広
帯域信号成分のうちの少なくとも1つのパラメータを選択的に調整するための手段と
を備え、
　前記少なくとも1つのパラメータを調整するための前記手段が、
　前記狭帯域信号成分と前記広帯域信号成分との間の送信電力分割を調整するための手段
を備える、装置。
【請求項１０】
　前記送信電力分割が、前記狭帯域信号成分の第1の送信電力と前記広帯域信号成分の第2
の送信電力の比を含む、請求項9に記載の装置。
【請求項１１】
　前記狭帯域信号成分および前記広帯域信号成分を送信するソースのカバレージエリアの
エッジにある1つまたは複数のユーザ機器(UE)による前記狭帯域信号成分の検出の低減を
識別するための手段と、
　前記識別された低減に少なくとも部分的に基づいて、前記狭帯域信号成分の第1の送信
電力を増加させるための手段と、
　前記識別された低減に少なくとも部分的に基づいて、前記広帯域信号成分の第2の送信
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電力を減少させるための手段と
をさらに備える、請求項9に記載の装置。
【請求項１２】
　前記狭帯域信号成分および前記広帯域信号成分を送信するソースのカバレージエリア内
にある1つまたは複数のユーザ機器(UE)間のタイミング同期の事前定義されたレベルを示
す情報を受信するための手段と、
　前記タイミング同期のレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記狭帯域信号成分およ
び前記広帯域信号成分のうちの少なくとも1つの前記パラメータを選択的に調整するため
の手段と
をさらに備える、請求項9に記載の装置。
【請求項１３】
　実行時に、コンピュータに請求項１～８のいずれか一項に記載の方法を実行させる命令
を有するコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、2014年9月19日に出願され、本出願の譲受人に譲渡された、El Ayachら
による「Dynamic Directional Synchronization Signals in Wireless Communications」
という名称の米国仮特許出願第62/052,927号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレス通信における動
的な指向性同期信号に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。
これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電
力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続
システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続(CDMA)シス
テム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、および直交
周波数分割多元接続(OFDMA)システムを含む。
【０００４】
　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器(UE)として
知られている複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの
基地局を含み得る。基地局は、ダウンリンクチャネル(たとえば、基地局からUEへの送信
用)およびアップリンクチャネル(たとえば、UEから基地局への送信用)上でUEと通信し得
る。UEは、同期信号を検出することによって基地局の位置を特定することができ、UEは、
同期信号から、基地局識別コード(セルID)、システムタイミング情報、フレーム整合情報
などを獲得する。受信機の信号強度および雑音が非常に制限されているシステム(たとえ
ば、ミリ波システム)では、ビームフォーミングされた同期信号は、検出を改善するため
のカバレージ拡張を実現するために、セルカバレージエリアにわたって掃引され得る。
【０００５】
　二重信号同期方式を利用するワイヤレス通信システムは、高電力の狭帯域信号および低
電力の広帯域信号を含み得る。しかしながら、態様は、狭帯域信号の検出を、広帯域信号
の検出よりも多少信頼できるものにすることができる。たとえば、より高電力の狭帯域信
号は、より低電力の広帯域信号よりも遠くに伝搬し得る。検出に影響を及ぼし得る他の要
因は、ミリ波セルの地理的カバレージエリア、セル内のUEおよび/または基地局の密度、U
E構成、干渉などを含み得る。したがって、固定の狭帯域/広帯域信号構成は、あらゆる状
況で理想的ではない場合がある。
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　説明する特徴は、一般に、ワイヤレス通信における動的な指向性同期信号のための1つ
または複数の改善されたシステム、方法、および/または装置に関する。いくつかの例で
は、基地局は、ミリ波通信のための同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を決
定し得、狭帯域信号および/または広帯域信号の1つまたは複数のパラメータが調整され得
る。たとえば、UE間のタイミング同期のレベル、誤った同期信号を検出するUEなど、ミリ
波通信ネットワークに関連付けられた特性も決定され得る。ネットワーク特性に基づいて
、狭帯域信号および/または広帯域信号のパラメータが動的に調整され得る。たとえば、
狭帯域信号と広帯域信号との間の電力分割が調整され得る(たとえば、一方の送信電力は
増加されるが、他方の送信電力は減少される)。別の例では、特性に基づいて、広帯域信
号の帯域幅が調整(たとえば、増加または減少)され得る。したがって、同期信号成分は、
ネットワーク特性を考慮し、検出を改善するように動的に調整され得る。
【０００７】
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、ミリ波
通信ネットワークの同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を決定するステップ
と、ミリ波通信ネットワークに関連付けられた1つまたは複数の特性を識別するステップ
と、識別された特性に少なくとも部分的に基づいて、狭帯域信号成分および広帯域信号成
分のうちの少なくとも1つのパラメータを選択的に調整するステップとを含み得る。
【０００８】
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、
ミリ波通信ネットワークの同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を決定するた
めの手段と、ミリ波通信ネットワークに関連付けられた1つまたは複数の特性を識別する
ための手段と、識別された特性に少なくとも部分的に基づいて、狭帯域信号成分および広
帯域信号成分のうちの少なくとも1つのパラメータを選択的に調整するための手段とを含
み得る。
【０００９】
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。
装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命
令とを含み得、命令は、ミリ波通信ネットワークの同期信号の狭帯域信号成分および広帯
域信号成分を決定し、ミリ波通信ネットワークに関連付けられた1つまたは複数の特性を
識別し、識別された特性に少なくとも部分的に基づいて、狭帯域信号成分および広帯域信
号成分のうちの少なくとも1つのパラメータを選択的に調整するようにプロセッサによっ
て実行可能である。
【００１０】
　ワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記
憶する非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、ミリ波通信ネットワ
ークの同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を決定し、ミリ波通信ネットワー
クに関連付けられた1つまたは複数の特性を識別し、識別された特性に少なくとも部分的
に基づいて、狭帯域信号成分および広帯域信号成分のうちの少なくとも1つのパラメータ
を選択的に調整するようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１１】
　上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、少なくとも1つのパラメータを調整することは、狭帯域信号成分と広帯域信号成分との
間の送信電力分割を調整することを含む。追加または代替として、いくつかの例では、送
信電力分割は、狭帯域信号成分の第1の送信電力と広帯域信号成分の第2の送信電力の比を
含む。
【００１２】
　上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
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狭帯域信号成分および広帯域信号成分を送信するソースのカバレージエリアのエッジにあ
る1つまたは複数のユーザ機器(UE)による狭帯域信号成分の検出の低減を識別することと
、識別された低減に少なくとも部分的に基づいて、狭帯域信号成分の第1の送信電力を増
加させることと、識別された低減に少なくとも部分的に基づいて、広帯域信号成分の第2
の送信電力を減少させることとをさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例
は、狭帯域信号成分および広帯域信号成分を送信するソースのカバレージエリア内にある
1つまたは複数のユーザ機器(UE)間のタイミング同期の事前定義されたレベルを示す情報
を受信することと、タイミング同期のレベルに少なくとも部分的に基づいて、狭帯域信号
成分および広帯域信号成分のうちの少なくとも1つのパラメータを選択的に調整すること
とを含み得る。
【００１３】
　上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、1つまたは複数の特性は、狭帯域信号成分および広帯域信号成分を送信するソースのカ
バレージエリア内にある1つまたは複数のユーザ機器(UE)間のタイミング同期のレベル、
誤った同期信号を検出する1つまたは複数のUEに関連付けられたフォールスアラーム率、
ソースのカバレージエリアに入るUEの分布、あるいはそれらの組合せのうちの1つまたは
複数を含む。追加または代替として、いくつかの例では、少なくとも1つのパラメータを
調整することは、広帯域信号成分の帯域幅を調整することを含む。
【００１４】
　上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
事前定義されたしきい値を上回るパスロスまたは事前定義された値を超える周波数選択性
のレベルの決定に少なくとも部分的に基づいて、広帯域信号成分の帯域幅を増加させるこ
とをさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は、広帯域信号成分が少なく
とも1つのユーザ機器によってチャネル推定に使用されているとの決定に少なくとも部分
的に基づいて、広帯域信号成分の帯域幅を増加させることを含み得る。
【００１５】
　上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、少なくとも1つのパラメータを調整することは、連続トーン上で広帯域信号成分を送信
すること、交互トーン上で広帯域信号成分を送信すること、非一様トーン上で広帯域信号
成分を送信すること、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む。追加または
代替として、いくつかの例では、1つまたは複数の特性を識別することは、ミリ波ワイヤ
レス通信システムを介して通信する1つまたは複数のユーザ機器(UE)からフィードバック
信号を受信すること、ミリ波ワイヤレス通信システムの1つまたは複数の他のソースから
フィードバック信号を受信すること、非ミリ波ワイヤレス通信システムの1つまたは複数
の基地局からフィードバック信号を受信すること、あるいはそれらの組合せのうちの1つ
または複数を含む。
【００１６】
　上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、狭帯域信号成分はビーコン信号を含み、広帯域信号成分は広帯域信号を含む。追加また
は代替として、いくつかの例では、広帯域信号はZadoff-Chuシーケンスを含む。
【００１７】
　上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分は、1つまたは複数のビームフォーミ
ングされた信号を介して指向的に送信される。
【００１８】
　上記では、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示による例の特徴お
よび技術的利点についてかなり広く概説した。以下で、追加の特徴および利点について説
明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を変
更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構造は、添付
の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特性、それらの編成と動作
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方法の両方は、添付の図とともに検討されると、関連する利点とともに以下の説明からよ
り良く理解されよう。図の各々は、特許請求の範囲の限界を定めるものとしてではなく、
例示および説明のみの目的で与えられる。
【００１９】
　本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって実現さ
れ得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し得る。さら
に、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素を
区別する第2のラベルとを続けることによって区別され得る。第1の参照ラベルのみが本明
細書で使用される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわらず、同じ第1の参照ラベルを
有する同様の構成要素のうちのいずれか1つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図である。
【図２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するために構成されたデバイ
スのブロック図である。
【図３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するために構成されたデバイ
スのブロック図である。
【図４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するために構成されたデバイ
スのブロック図である。
【図５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図である。
【図６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信における動的な指向性同期信号の態
様を示すスイム図である。
【図７Ａ】本開示の様々な態様による、例示的な二重成分同期信号の図である。
【図７Ｂ】本開示の様々な態様による、例示的な二重成分同期信号の図である。
【図７Ｃ】本開示の様々な態様による、例示的な二重成分同期信号の図である。
【図７Ｄ】本開示の様々な態様による、例示的な二重成分同期信号の図である。
【図７Ｅ】本開示の様々な態様による、例示的な二重成分同期信号の図である。
【図８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信における動的な指向性同期信号の態
様を示すスイム図である。
【図９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフローチ
ャートである。
【図１０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図１１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　高周波システム(たとえば、ミリ波通信システム)では、基地局は、2つの信号が送信さ
れる二重成分同期信号方式を利用し得る。狭帯域信号および広帯域信号が送られてもよく
、狭帯域信号は一般に、広帯域信号よりも高い送信電力スペクトル密度を有する。同期信
号の狭帯域信号成分と広帯域信号成分の組合せは、一般に、タイミング情報、セルID、お
よび/またはワイヤレス通信システムに関連付けられた様々な他のパラメータを運ぶ。し
かしながら、同期信号の2つの成分は、様々な理由により、UEによって同じように検出さ
れない場合がある。たとえば、より高電力の狭帯域信号は、より低電力の広帯域信号より
も遠くに移動する場合があり、したがって、セルカバレージエリアのエッジにおけるUEは
、広帯域信号を検出するのが困難である場合がある。セルカバレージエリア内のトポグラ
フィおよび/または環境は、一方の成分よりも他方の成分の検出に影響を及ぼす場合があ
る。現在、同期信号の基地局(またはソースセル)が、ネットワーク特性に基づいて狭帯域
信号および/または広帯域信号のパラメータを動的に調整して、両方の同期信号成分の信
頼できる検出を実現するための機構はない。
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【００２２】
　本明細書の態様によれば、ミリ波通信のための同期信号の狭帯域信号成分および/また
は広帯域信号成分のパラメータは、ミリ波通信ネットワークの様々な特性に基づいて動的
に調整され得る。基地局(またはソースセル)は、同期信号のための狭帯域信号および広帯
域信号を決定し得る。基地局は、ミリ波通信ネットワークに関連付けられた特性を識別し
得る。たとえば、基地局は、そのカバレージエリア内の他のUEからチャネル状態および/
または干渉を示すフィードバック信号を受信するか、他の基地局(ミリ波基地局と非ミリ
波基地局の両方)からフィードバック信号を受信するか、またはそれらの組合せを受信し
得る。いくつかの例では、基地局は、内的要因に基づいて1つまたは複数の特性を決定し
得る。特性に基づいて、基地局は、同期信号の両方の成分の検出を改善するために、狭帯
域信号および/または広帯域信号のパラメータの1つ、いくつか、またはすべてを調整し得
る。基地局は、1回、スケジュールに基づいて周期的に、および/またはネットワーク特性
が変化するとリアルタイムで(または動的に)、パラメータを調整し得る。いくつかの例で
は、基地局は、両方の信号成分の純粋な検出以外の目標を達成するために、たとえば、狭
帯域信号よりも広帯域信号を使用してまたは広帯域信号よりも狭帯域信号を使用してUEに
よるチャネル推定を改善するために、パラメータを調整し得る。
【００２３】
　本開示の追加の態様によれば、基地局は、狭帯域信号と広帯域信号との間の電力分割を
変化させ得る。たとえば、両方の信号に対する固定または所定の送信電力の場合、基地局
は、狭帯域信号の送信電力を上げ、広帯域信号の送信電力を下げるか、または狭帯域信号
の送信電力を下げ、広帯域信号の送信電力を上げることができる。他の例では、基地局は
、広帯域信号成分の帯域幅を調整し得る。たとえば、基地局は、広帯域信号に、より広い
帯域幅またはより狭い帯域幅をもたせることができる。さらに、基地局は、隣接トーン、
もしくは交互(1つおきの)トーン上で、または何らかの他の事前定義された方式によって
、送信すべき広帯域信号を調整し得る。
【００２４】
　以下の説明は、例を提供し、特許請求の範囲に記載の範囲、適用性、または例を限定す
るものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、論じられる要素の機能および構成
において変更が行われてもよい。様々な例は、必要に応じて、様々な手順または構成要素
を省略、置換、または追加することができる。たとえば、説明する方法は、説明する順序
とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み合わされ得る。
また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わされ得る。
【００２５】
　図1は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム100の一例を示す。ワイヤ
レス通信システム100は、基地局105、UE115、およびコアネットワーク130を含む。コアネ
ットワーク130は、ユーザ認証、アクセス許可、トラッキング、インターネットプロトコ
ル(IP)接続、および他のアクセス機能、ルーティング機能、またはモビリティ機能を提供
し得る。基地局105は、バックホールリンク132(たとえば、S1など)を通じてコアネットワ
ーク130とインターフェースし、UE115との通信のための無線構成およびスケジューリング
を実行し得るか、または基地局コントローラ(図示せず)の制御下で動作し得る。様々な例
では、基地局105は、ワイヤード通信リンクまたはワイヤレス通信リンクであり得るバッ
クホールリンク134(たとえば、X1など)を介して、直接的にまたは間接的に(たとえば、コ
アネットワーク130を通じて)のいずれかで、互いと通信し得る。
【００２６】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介して、UE115とワイヤレス通信する
ことができる。基地局105サイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア110に通信
カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局105は、トランシーバ基地局、無線基
地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、NodeB、eNodeB(eNB)、ホームNodeB、ホー
ムeNodeB、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることがある。基地局105の地理的カ
バレージエリア110は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタ(図示せず)に分
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割され得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタイプの基地局105(たとえば、マク
ロセル基地局および/またはスモールセル基地局)を含み得る。異なる技術、たとえば、LT
E/LTE-A、ミリ波などのための重複する地理的カバレージエリア110があり得る。
【００２７】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム100は、LTE/LTE-Aネットワークである。LT
E/LTE-Aネットワークでは、発展型ノードB(eNB)という用語は、一般に基地局105を表すた
めに使用され得るが、UEという用語は、一般にUE115を表すために使用され得る。ワイヤ
レス通信システム100は、異なるタイプのeNBが様々な地理的領域にカバレージを与える異
種LTE/LTE-Aネットワークであり得る。たとえば、各eNBまたは基地局105は、マクロセル
、スモールセル、および/または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル
」という用語は、文脈に応じて、基地局、基地局に関連付けられたキャリアもしくはコン
ポーネントキャリア、またはキャリアもしくは基地局のカバレージエリア(たとえば、セ
クタなど)を表すために使用され得る3GPP用語である。いくつかの例では、ワイヤレス通
信システム100は、UE115と通信している1つまたは複数の基地局105を有するミリ波通信ネ
ットワークであるか、またはそれを含み得る。
【００２８】
　マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)を
カバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUEによる無制限アクセスを
可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセルと同じまたはマク
ロセルとは異なる(たとえば、認可、無認可など)周波数帯域で動作し得る低電力基地局で
ある。スモールセルは、様々な例によるピコセル、フェムトセル、およびマイクロセルを
含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワークプロバイ
ダのサービスに加入しているUEによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルも、
比較的小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカバーし得、フェムトセルとの関連付けを
有するUE(たとえば、限定加入者グループ(CSG)内のUE、自宅内のユーザのためのUEなど)
による制限付きアクセスを提供し得る。マクロセルのためのeNBは、マクロeNBと呼ばれる
ことがある。スモールセルのためのeNBは、スモールセルeNB、ピコeNB、フェムトeNBまた
はホームeNBと呼ばれることがある。eNBは、1つまたは複数(たとえば、2つ、3つ、4つな
ど)のセル(たとえば、コンポーネントキャリア)をサポートし得る。
【００２９】
　ワイヤレス通信システム100は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動
作の場合、基地局は、同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は、
時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、基地局は、異なるフレームタイミングを
有し得、異なる基地局からの送信は、時間的に整合されない場合がある。本明細書で説明
する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに使用され得る。
【００３０】
　様々な開示する例のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プロトコルスタ
ックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプレーンでは、ベ
アラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)レイヤにおける通信は、IP
ベースであり得る。無線リンク制御(RLC)レイヤは、論理チャネルを介して通信するため
にパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御(MAC
)レイヤは、優先度処理および論理チャネルのトランスポートチャネルへの多重化を実行
し得る。MACレイヤはまた、リンク効率を改善するためにMACレイヤにおいて再送信を行う
ためにハイブリッドARQ(HARQ)を使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御(RRC)
プロトコルレイヤは、UE115と基地局105またはユーザプレーンデータのための無線ベアラ
をサポートするコアネットワーク130との間のRRC接続の確立、構成、および維持を提供し
得る。物理(PHY)レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピング
され得る。
【００３１】
　UE115はワイヤレス通信システム100全体にわたって分散され、各UE115は固定またはモ
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バイルであり得る。UE115はまた、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニッ
ト、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、
ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイ
ル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイル
クライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語を含むか、または当業者に
よってそのように呼ばれることがある。UE115は、セルラーフォン、携帯情報端末(PDA)、
ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピ
ュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ(WLL
)局などであり得る。UE115は、マクロeNB、スモールセルeNB、中継基地局などを含む様々
なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。UE115はま
た、D2D通信を介して基地局の同じカバレージエリア内またはその外部のいずれかで他のU
Eと通信することが可能であり得る。
【００３２】
　ワイヤレス通信システム100に示す通信リンク125は、UE115から基地局105へのアップリ
ンク(UL)送信、および/または基地局105からUE115へのダウンリンク(DL)送信を含み得る
。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、一方、アップリンク送信
は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各通信リンク125は、1つまたは複数のキャリ
アを含み得、各キャリアは、上記で説明した様々な無線技術に従って変調された複数のサ
ブキャリア(たとえば、異なる周波数の波形信号)からなる信号であり得る。各被変調信号
は、異なるサブキャリア上で送られてもよく、制御情報(たとえば、基準信号、制御チャ
ネルなど)、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク125は、(
たとえば、対スペクトルリソースを使用する)FDD動作または(たとえば、不対スペクトル
リソースを使用する)TDD動作を使用して双方向通信を送信し得る。FDDのフレーム構造(た
とえば、フレーム構造タイプ1)およびTDDのフレーム構造(たとえば、フレーム構造タイプ
2)が定義され得る。
【００３３】
　システム100のいくつかの実施形態では、基地局105および/またはUE115は、基地局105
とUE115との間の通信品質および信頼性を改善するために、アンテナダイバーシティ方式
を利用するための複数のアンテナを含み得る。追加または代替として、基地局105および/
またはUE115は、同じまたは異なるコーディングされたデータを搬送する複数の空間レイ
ヤを送信するためにマルチパス環境を利用し得る、多入力多出力(MIMO)技法を利用し得る
。
【００３４】
　ワイヤレス通信システム100は、ミリ波の検出および同期のために動的な指向性同期信
号をサポートし得る。たとえば、ミリ波基地局105は、同期信号の狭帯域信号成分および
広帯域信号成分を決定し、掃引パターンにおける(たとえば、ビームフォーミングされた)
同期信号をカバレージエリア110内のUE115に指向的に送信し得る。基地局105は、同期信
号の広帯域信号についてのロケーションおよび他のパラメータの情報を運ぶために、同期
信号の狭帯域信号を構成し得る。基地局105は、広帯域信号を狭帯域信号のロケーション
にリンクさせることができる。基地局105は、ミリ波ネットワークの1つまたは複数の特性
、たとえば、パスロス、干渉、タイミング同期などを識別し得る。識別された特性に基づ
いて、基地局105は、狭帯域信号成分および/または広帯域信号成分のパラメータを調整し
得る。一例として、基地局は、他の基地局から、カバレージエリア内のUE間で高度のタイ
ミング同期があることを示すフィードバックを受信し、この情報に基づいて、狭帯域信号
の送信電力を増加させ、広帯域信号成分の送信電力を低減(または排除すら)させることが
できる。
【００３５】
　図2は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するためのデバイス105-aの
ブロック図200を示す。デバイス105-aは、図1を参照しながら説明した基地局105の1つま
たは複数の態様の一例であり得る。デバイス105-aは、受信機モジュール205、同期管理モ
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ジュール210、および/または送信機モジュール215を含み得る。デバイス105-aはまた、プ
ロセッサ(図示せず)であるか、またはそれを含み得る。これらのモジュールの各々は、互
いと通信していてもよい。
【００３６】
　デバイス105-aの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機
能の一部または全部を実行するように適合された1つまたは複数の特定用途向け集積回路(
ASIC)を使用して実装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つ
または複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術
分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、
ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA
)、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機能はまた、全体的にま
たは部分的に、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行される
ようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて実装され得る。
【００３７】
　受信機モジュール205は、パケット、ユーザデータ、および/または様々な情報チャネル
(たとえば、制御チャネル、データチャネルなど)に関連付けられた制御情報などの情報を
受信し得る。受信機モジュール205は、ミリ波UE115から、同期シグナリング、アクセス手
順などに関連付けられた情報を含むメッセージを受信し得る。情報は、同期管理モジュー
ル210に、およびデバイス105-aの他の構成要素に渡され得る。
【００３８】
　同期管理モジュール210は、デバイス105-aの同期機能を管理し得る。同期管理モジュー
ル210は、ミリ波通信における同期信号のための狭帯域信号および広帯域信号を決定し得
る。同期管理モジュール210は、たとえば、受信機モジュール205および/または送信機モ
ジュール215を介して、ミリ波通信ネットワークに関連付けられた特性を識別し得る。同
期管理モジュール210は、特性に基づいて、狭帯域信号、広帯域信号、またはそれらの組
合せのパラメータを調整し得る。たとえば、同期管理モジュール210は、同期信号の狭帯
域信号成分および広帯域信号成分について、送信電力レベルを変更すること、帯域幅を調
整することなどを行うことができる。
【００３９】
　送信機モジュール215は、デバイス115-aの他の構成要素から受信された1つまたは複数
の信号を送信し得る。送信機モジュール215は、パケット、ユーザデータ、および/または
制御情報などの情報をサービングセルに送信し得る。送信機モジュール215は、様々な同
期シグナリング動作、ランダムアクセス手順などとともに、1つまたは複数の信号をミリ
波UE115に送ることができる。いくつかの例では、送信機モジュール215は、トランシーバ
モジュール内で受信機モジュール205とコロケートされ得る。
【００４０】
　図3は、様々な例による、ワイヤレス通信で使用するためのデバイス105-bのブロック図
300を示す。デバイス105-bは、図1を参照しながら説明した基地局105の1つまたは複数の
態様の一例であり得る。デバイス105-bはまた、図2を参照しながら説明したデバイス105-
aの一例であり得る。デバイス105-bは、デバイス105-aの対応するモジュールの例であり
得る、受信機モジュール205-a、同期管理モジュール210-a、および/または送信機モジュ
ール215-aを含み得る。デバイス105-bはまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これら
の構成要素の各々は、互いと通信していてもよい。同期管理モジュール210-aは、ネット
ワーク特性モジュール305および同期信号決定モジュール310を含み得る。受信機モジュー
ル205-aおよび送信機モジュール215-aはそれぞれ、図2の受信機モジュール205および送信
機モジュール215の機能を実行し得る。
【００４１】
　デバイス105-bの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機
能の一部または全部を実行するように適合された1つまたは複数の特定用途向け集積回路(
ASIC)を使用して実装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つ
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または複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術
分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、
ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA
)、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機能はまた、全体的にま
たは部分的に、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行される
ようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて実装され得る。
【００４２】
　ネットワーク特性モジュール305は、デバイス105-bについてのネットワーク特性の決定
および管理の態様を管理し得る。ネットワーク特性モジュール305は、受信機モジュール2
05-aおよび/または送信機モジュール215-aと協働して、デバイス105-bのカバレージエリ
ア内のUEから、ミリ波基地局および非ミリ波基地局105からフィードバック信号を受信し
、ならびに/または内部データに基づいて様々なネットワーク特性を決定し得る。例示的
なネットワーク特性は、パスロス値、干渉値および/もしくは干渉発生源、タイミング同
期レベル、カバレージエリアサイズ、カバレージエリアに対するUE115および/もしくは基
地局105の密度、またはそれらの組合せを含み得る。ネットワーク特性は一般に、たとえ
ば、デバイス105-bのカバレージエリア内の伝搬特性を識別し得る。ネットワーク特性は
また、カバレージエリア内のUE115によって必要とされる同期のレベルを示し得る。
【００４３】
　同期信号決定モジュール310は、デバイス105-bについての同期シグナリングの態様を管
理し得る。たとえば、同期信号決定モジュール310は、ネットワーク特性モジュール305お
よび/または送信機モジュール215-aと協働して、ミリ波通信のための同期信号のための狭
帯域信号成分および広帯域信号成分を決定し得る。同期信号決定モジュール310は、ミリ
波ネットワークの現在の特性を克服するかまたはその特性に適応するために、狭帯域信号
および/または広帯域信号のパラメータが調整されるべきかどうかと、どのパラメータが
調整されるべきかとを決定するために、ネットワーク特性モジュール305と通信し得る。
ネットワーク特性モジュール305によって識別されたネットワーク特性に基づいて、同期
信号決定モジュール310は、狭帯域信号および/または広帯域信号の適切なパラメータ(た
とえば、電力、帯域幅、周波数選択/ホッピングパターンなど)を調整し得る。同期信号決
定モジュール310は、送信機モジュール215-aと協働して、同期信号の狭帯域信号および広
帯域信号をカバレージエリア内のUEに送信し得る。
【００４４】
　図4は、様々な例による、ワイヤレス通信で使用するためのデバイス105-cのブロック図
400を示す。デバイス105-cは、図1を参照しながら説明した基地局105の1つまたは複数の
態様の一例であり得る。デバイス105-cはまた、図2および図3を参照しながら説明したデ
バイス105-aおよび/または105-bの一例であり得る。デバイス105-cは、デバイス105-aお
よび/または105-bの対応するモジュールの例であり得る、受信機モジュール205-b、同期
管理モジュール210-b、および/または送信機モジュール215-bを含み得る。デバイス105-c
はまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信して
いてもよい。同期管理モジュール210-bは、ネットワーク特性モジュール305-aおよび同期
信号決定モジュール310-aを含み得る。受信機モジュール205-bおよび送信機モジュール21
5-bはそれぞれ、図2の受信機モジュール205および送信機モジュール215の機能を実行し得
る。
【００４５】
　デバイス105-cの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機
能の一部または全部を実行するように適合された1つまたは複数の特定用途向け集積回路(
ASIC)を使用して実装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つ
または複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の例では、当技術
分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、
ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA
)、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。各モジュールの機能はまた、全体的にま
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たは部分的に、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行される
ようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて実装され得る。
【００４６】
　ネットワーク特性モジュール305-aは、狭帯域信号管理モジュール405および広帯域信号
管理モジュール410を含み得、デバイス105-cについての同期信号の識別および管理の態様
を管理し得る。狭帯域信号管理モジュール405は、受信機モジュール205-bを介して、ミリ
波通信ネットワークの1つもしくは複数の構成要素および/または異なる通信ネットワーク
の構成要素からフィードバック信号を受信し得る。フィードバック信号に基づいて、狭帯
域信号管理モジュール405は、同期信号の狭帯域信号成分についてのネットワーク特性を
決定し得る。たとえば、狭帯域信号管理モジュール405は、同期信号の狭帯域信号成分に
ついてのチャネル特性、タイミング同期レベル、誤検出率などを識別し得る。いくつかの
例では、狭帯域信号管理モジュール405は、狭帯域信号が他の構成要素によって受信され
ている、狭帯域信号が様々な同期機能のために必要とされている、などと決定し得る。狭
帯域信号管理モジュール405は、たとえば、同期信号の狭帯域信号成分に関するネットワ
ーク特性を示す情報を同期信号決定モジュール310-aに出力し得る。
【００４７】
　広帯域信号管理モジュール410は、受信機モジュール205-bを介して、ミリ波通信ネット
ワークの1つもしくは複数の構成要素および/または異なる通信ネットワークの構成要素か
らフィードバック信号を受信し得る。フィードバック信号に基づいて、広帯域信号管理モ
ジュール410は、同期信号の広帯域信号成分についてのネットワーク特性を決定し得る。
たとえば、広帯域信号管理モジュール410は、同期信号の広帯域信号成分についてのチャ
ネル特性、タイミング同期レベル、誤検出率などを識別し得る。いくつかの例では、広帯
域信号管理モジュール410は、広帯域信号が他の構成要素によって受信されている、広帯
域信号が様々な同期機能のために必要とされている、などと決定し得る。広帯域信号管理
モジュール410は、たとえば、同期信号の広帯域信号成分に関するネットワーク特性を示
す情報を同期信号決定モジュール310-aに出力し得る。
【００４８】
　同期信号決定モジュール310-aは、電力分割制御モジュール415および帯域幅制御モジュ
ール420を含み得、デバイス105-cについての同期信号の決定動作および調整動作の態様を
管理し得る。電力分割制御モジュール415は、ネットワーク特性モジュール305-aと協働し
て、狭帯域信号および広帯域信号についての送信電力を決定し得る。たとえば、デバイス
105-cは、狭帯域信号パラメータおよび広帯域信号パラメータ(たとえば、送信電力、周波
数、帯域幅など)を決定し、ネットワーク特性に基づいて、それらのパラメータのうちの1
つまたは複数を調整し得る。電力分割制御モジュール415は、狭帯域信号の送信電力およ
び広帯域信号の送信電力を調整し得る。いくつかの例では、デバイス105-cは、同期信号
送信のための固定または最大の送信電力限界を割り振り得る。そのような例では、電力分
割制御モジュール415は、利用可能な送信電力を分けることによって、狭帯域信号および
広帯域信号のための送信電力レベルを調整し得る。すなわち、狭帯域信号および広帯域信
号のための送信電力の比は、識別されたネットワーク特性に基づいて調整され得る。
【００４９】
　帯域幅制御モジュール420は、ネットワーク特性モジュール305-aと協働して、同期信号
送信のための帯域幅割振りの態様を管理し得る。たとえば、帯域幅制御モジュールは、識
別されたネットワーク特性に基づいて、狭帯域信号、広帯域信号、または両方の信号の帯
域幅を調整し得る。いくつかのネットワーク環境では、帯域幅制御モジュール420は、広
帯域信号の帯域幅を増加または低減させ得る。帯域幅制御モジュール420はまた、同期信
号成分の送信のためのロケーション(たとえば、周波数、時間など)を決定し得る。たとえ
ば、帯域幅制御モジュール420は、隣接周波数もしくはトーンを広帯域信号に割り当て、
交互周波数もしくはトーン(たとえば、1つおきの利用可能なトーン)を広帯域信号に割り
当て得るか、または非一様周波数割振りを広帯域信号に対して割り当て得る。いくつかの
例では、帯域幅制御モジュール420は、広帯域信号のためのホッピングパターンを決定し
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得る。
【００５０】
　図5は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するための基地局105-d(た
とえば、eNBの一部または全部を形成する基地局)のブロック図500を示す。いくつかの例
では、基地局105-dは、図1、図2、図3、もしくは図4を参照しながら説明した基地局105の
うちの1つもしくは複数の態様、および/または、基地局として構成されたときの、図2、
図3、もしくは図4を参照しながら説明したデバイス105のうちの1つもしくは複数の態様の
一例であり得る。基地局105-dは、図1、図2、図3、または図4を参照しながら説明した基
地局および/またはデバイスの特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するか
または容易にし得る。
【００５１】
　基地局105-dは、基地局プロセッサモジュール570、基地局メモリモジュール580、(基地
局トランシーバモジュール550によって表される)少なくとも1つの基地局トランシーバモ
ジュール、(基地局アンテナ545によって表される)少なくとも1つの基地局アンテナ、およ
び/または同期信号決定モジュール510を含み得る。基地局105-dはまた、基地局通信モジ
ュール565および/またはネットワーク通信モジュール575のうちの1つまたは複数を含み得
る。これらのモジュールの各々は、1つまたは複数のバス590を介して、直接的にまたは間
接的に互いと通信していてもよい。
【００５２】
　基地局メモリモジュール580は、ランダムアクセスメモリ(RAM)および/または読取り専
用メモリ(ROM)を含み得る。基地局メモリモジュール580は、実行されると、ワイヤレス通
信に関する本明細書で説明する様々な機能(たとえば、同期信号の広帯域信号成分および
狭帯域信号成分を決定する、ネットワーク特性に基づいて信号成分のパラメータを調整す
る、など)を基地局プロセッサモジュール570に実行させる命令を含んでいるコンピュータ
可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア/ファームウェアコード585を記憶し得る。代替
的に、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア/ファームウェアコード585
は、基地局プロセッサモジュール570によって直接実行可能ではないことがあるが、(たと
えば、コンパイルされ実行されると)本明細書で説明する様々な機能を基地局105-dに実行
させ得る。
【００５３】
　基地局プロセッサモジュール570は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえ
ば、中央処理装置(CPU)、マイクロコントローラ、ASICなどを含み得る。基地局プロセッ
サモジュール570は、基地局トランシーバモジュール550、基地局通信モジュール565、お
よび/またはネットワーク通信モジュール575を通じて受信された情報を処理し得る。基地
局プロセッサモジュール570はまた、アンテナ545を通じた送信のためにトランシーバモジ
ュール550に、1つもしくは複数の他の基地局505-mおよび505-nへの送信のために基地局通
信モジュール565に、ならびに/またはコアネットワーク530への送信のためにネットワー
ク通信モジュール575に送られるべき情報を処理し得、コアネットワーク530は、図1を参
照しながら説明したコアネットワーク130の1つまたは複数の態様の一例であり得る。基地
局プロセッサモジュール570は、単独でまたは同期信号決定モジュール510とともに、ミリ
波通信のためのUEのための同期シグナリング動作の様々な態様を扱い得る。
【００５４】
　基地局トランシーバモジュール550は、パケットを変調し、被変調パケットを送信のた
めに基地局アンテナ545に提供し、基地局アンテナ545から受信されたパケットを復調する
ためのモデムを含み得る。基地局トランシーバモジュール550は、いくつかの例では、1つ
または複数の基地局送信機モジュールおよび1つまたは複数の別個の基地局受信機モジュ
ールとして実装され得る。基地局トランシーバモジュール550は、第1の無線周波数スペク
トル帯域および/または第2の無線周波数スペクトル帯域における通信をサポートし得る。
基地局トランシーバモジュール550は、図1、図2、図3、または図4を参照しながら説明し
たUE115のうちの1つまたは複数などの、1つまたは複数のUEまたは装置と、アンテナ545を
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介して双方向に通信し得る。基地局105-dは、たとえば、複数の基地局アンテナ545(たと
えば、アンテナアレイ)を含み得る。基地局105-dは、ネットワーク通信モジュール575を
通じてコアネットワーク130-aと通信し得る。基地局105-dはまた、基地局通信モジュール
565を使用して、基地局505-mおよび505-nなどの他の基地局と通信し得る。
【００５５】
　同期信号決定モジュール510は、動的な同期シグナリング動作、たとえば、狭帯域信号
の決定および調整、広帯域信号の決定および調整などに関する、図2、図3、または図4を
参照しながら説明した特徴および/または機能の一部または全部を実行および/または制御
し得る。同期信号決定モジュール510は、同期信号決定モジュール510の特徴および/また
は機能の一部または全部を実行する電力/帯域幅構成モジュール595を含み得る。いくつか
の例では、電力/帯域幅構成モジュール595は、同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信
号成分についての送信電力および/または帯域幅を決定し得る。電力/帯域幅構成モジュー
ル595は、ミリ波通信ネットワークについての識別されたネットワーク特性に基づいて、
信号成分のためのパラメータを調整し得る。同期信号決定モジュール510もしくはモジュ
ール510の部分は、プロセッサを含み得、ならびに/または、同期信号決定モジュール510
の機能の一部もしくは全部は、基地局プロセッサモジュール570によっておよび/もしくは
基地局プロセッサモジュール570とともに実行され得る。いくつかの例では、同期信号決
定モジュール510は、図2、図3、および/または図4を参照しながら説明した同期管理モジ
ュール210、210-a、および/または210-bの一例であり得る。
【００５６】
　図6は、本開示の様々な態様による、同期動作の態様を示すスイム図600である。図600
は、それぞれ図1または図5を参照しながら説明したシステム100および/または500の態様
を示し得る。図600は、ソースセル605およびUE610を含む。ソースセル605は、図1、図2、
図3、図4、および/または図5に関して上記で説明した基地局105および/またはデバイス10
5のうちの1つまたは複数の一例であり得る。UE610は、図1に関して上記で説明したUE115
のうちの1つまたは複数の一例であり得る。一般に、図600は、ミリ波通信システムにおけ
る動的な指向性同期シグナリングを実装する態様を示す。いくつかの例では、UE115およ
び/または基地局105のうちの1つなどのシステムデバイスは、以下で説明する機能の一部
または全部を実行するために、デバイスの機能要素を制御するためのコードの1つまたは
複数のセットを実行し得る。
【００５７】
　ブロック615において、ソースセル605は、ミリ波通信のための同期信号の狭帯域信号成
分および広帯域信号成分を決定する。信号成分は、ソースセル605についてのシステムタ
イミング情報、フレームタイミング情報、識別情報などを含むか、またはそれらの情報を
運ぶことができる。ブロック620において、ソースセル605は、ミリ波通信ネットワークに
ついてのネットワーク特性を決定するか、またはさもなければ識別し得る。ネットワーク
特性は、チャネル状態情報、干渉情報、タイミング同期レベル情報、密度情報、カバレー
ジエリア情報などを含み得る。いくつかの態様では、ソースセル605は、信号成分ごとの
ネットワーク特性情報、たとえば、狭帯域信号成分についてのネットワーク特性および広
帯域信号成分についてのネットワーク特性を決定し得る。したがって、ソースセル605は
、信号成分の各々についての必要性、性能レベルなどを決定し得る。
【００５８】
　ブロック625において、ソースセル605は、狭帯域信号成分パラメータおよび/または広
帯域信号成分パラメータを調整し得る。ソースセル605は、識別されたネットワーク特性
に基づいて、パラメータを調整し得る。たとえば、ソースセル605は、狭帯域信号と広帯
域信号との間の送信電力分割を調整し得る。ネットワーク特性が、ソースセル605のカバ
レージエリアのエッジにおけるUEに対する狭帯域信号の検出の低減を示す場合、狭帯域信
号の送信電力が増加され得る。送信電力が固定または制限された環境では、付随する広帯
域信号の送信電力は比例的に低減され得る。
【００５９】
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　別の例として、タイミング同期の少なくともある一定のレベルがUE(たとえば、最近、
異なる基地局と通信したUE)間に存在することをネットワーク特性が示すとき、ソースセ
ル605は、狭帯域信号および/または広帯域信号の送信電力および/または帯域幅を調整し
得る。ソースセル605はまた、広帯域信号がUEによってチャネル推定に使用されているこ
と、パスロスがあらかじめ設定された量よりも大きいこと、周波数選択性のレベルが既知
の値を超えること、またはそれらの組合せをネットワーク特性が示すとき、広帯域信号の
帯域幅を増加させ得る。いくつかの例では、ソースセル605は、連続トーン(または周波数
)上で、交互トーン上で、非一様トーン上で、または識別されたネットワーク特性に基づ
いた何らかの他のトーン分布方式によって、広帯域信号を送信し得る。したがって、ソー
スセル605は、同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を決定し、ミリ波通信ネ
ットワークのネットワーク特性に基づいて、それらの成分を調整し得る。
【００６０】
　いくつかの例では、狭帯域信号成分はビーコンであり得る。広帯域信号成分は広帯域信
号であり得、場合によっては、Zadoff-Chuシーケンスのルート値、またはZadoff-Chuシー
ケンス、擬似ランダム雑音(PR)シーケンス、もしくは最大長シーケンス(m-sequence)に関
する他の情報を含み得る。ブロック630において、ソースセル605は、調整されたパラメー
タを用いて、同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を送り得る。
【００６１】
　図7A～図7Eはそれぞれ、本開示の様々な態様による、例示的な動的な同期信号の態様を
示す図700-a～図700-eである。図700は、それぞれ図1または図5を参照しながら説明した
システム100および/または500の態様を示し得る。図1、図2、図3、図4、および/または図
5に関して上記で説明した基地局105および/またはデバイス105のうちの1つまたは複数は
、図700の態様を実装し得る。いくつかの例では、UE115および/または基地局105のうちの
1つなどのシステムデバイスは、図700に関して示した機能の一部または全部を実行するた
めに、デバイスの機能要素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し得
る。
【００６２】
　図700は、ミリ波通信のための同期信号の狭帯域信号705および広帯域信号710を含み得
る。狭帯域信号705は一般に、広帯域信号710よりも大きい振幅を有し得る。本開示の態様
によれば、狭帯域信号705および/または広帯域信号710の1つまたは複数のパラメータは、
ミリ波通信ネットワークの識別されたネットワーク特性に基づいて調整され得る。図7Aに
示すように、ソースセルは、事前定義された送信電力レベル/比を有するべき、また、事
前定義された帯域幅を有するべき、狭帯域信号705-aおよび広帯域信号710-aを決定し得る
。現在のネットワーク状態を考慮すると、事前定義された送信電力レベル/比および/また
は帯域幅が十分であることをネットワーク特性が示すとき、ソースセルは、狭帯域信号70
5-aおよび広帯域信号710-aを事前定義されたレベルで送信し得る。
【００６３】
　しかしながら、図7Bに示すように、そのような動的な調整は慎重であるほうがよいこと
をネットワーク特性が示唆するとき、ソースセルは送信電力レベル/比を調整し得る。図7
Bに示す例では、ソースセルは、狭帯域信号705-bの送信電力を低減させ、広帯域信号710-
bの送信電力を増加させ得る。対照的に、図7Cに示すように、ソースセルは、ネットワー
ク特性に基づいて、広帯域信号710-cの送信電力を低減させる一方で、狭帯域信号705-cの
送信電力を増加させ得る。
【００６４】
　他の例では、ソースセルは、ネットワーク特性に基づいて、狭帯域信号705および/また
は広帯域信号710の帯域幅を変更し得る。図7Dに示すように、そのような動的な調整は慎
重であるほうがよいことをネットワーク特性が示唆するとき、ソースセルは広帯域信号71
0-dの帯域幅を増加させ得る。それとは反対に、図7Eに示すように、ネットワーク特性が
そのような調整を示唆するとき、ソースセルは広帯域信号710-eの帯域幅を低減させ得る
。
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【００６５】
　図7A～図7Eは、狭帯域信号705および/または広帯域信号710に対する動的な調整の例を
示しているが、ミリ波通信ネットワークの状態に応じて、他の調整が行われ得ることが諒
解され得る。たとえば、いくつかのネットワーク環境では、狭帯域信号705および/または
広帯域信号710は、不要であると決定され、したがって、同期信号から排除され得る。
【００６６】
　図8は、本開示の様々な態様による、同期動作の態様を示すスイム図800である。図800
は、それぞれ図1または図5を参照しながら説明したシステム100および/または500の態様
を示し得る。図800は、ソースセル805、UE810、追加のUE815、追加のソースセル820、お
よび基地局825を含む。ソースセル805および/または別のソースセル820は、図1、図2、図
3、図4、および/または図5に関して上記で説明した基地局105および/またはデバイス105
のうちの1つまたは複数の例であり得る。UE810および/または別のUE815は、図1に関して
上記で説明したUE115のうちの1つまたは複数の一例であり得る。基地局825は、非ミリ波
基地局、たとえば、LTE/LTE-A基地局の一例であり得る。一般に、図800は、ミリ波通信シ
ステムにおける動的な指向性同期シグナリングを実装する態様を示す。いくつかの例では
、UE115および/または基地局105のうちの1つなどのシステムデバイスは、以下で説明する
機能の一部または全部を実行するために、デバイスの機能要素を制御するためのコードの
1つまたは複数のセットを実行し得る。
【００６７】
　ブロック830において、ソースセル805は、ミリ波通信のための同期信号の狭帯域信号成
分および広帯域信号成分を決定する。信号成分は、ソースセル805についてのシステムタ
イミング情報、フレームタイミング情報、識別情報などを含むか、またはそれらの情報を
運ぶことができる。ブロック840において、ソースセル805は、ミリ波通信ネットワークに
ついてのネットワーク特性を決定するか、またはさもなければ識別し得る。ネットワーク
特性は、チャネル状態情報、干渉情報、タイミング同期レベル情報、密度情報、カバレー
ジエリア情報などを含み得る。いくつかの態様では、ソースセル805は、信号成分ごとの
ネットワーク特性情報、たとえば、狭帯域信号成分についてのネットワーク特性および広
帯域信号成分についてのネットワーク特性を決定し得る。したがって、ソースセル805は
、信号成分の各々についての必要性、性能レベルなどを決定し得る。
【００６８】
　いくつかの例では、ソースセル805は、フィードバック信号835に少なくとも部分的に基
づいて、ネットワーク特性を決定し得る。たとえば、ソースセル805は、ミリ波通信ネッ
トワークの他のUE815からフィードバック信号835-aを受信し得る。他のUE815は、ミリ波
通信を介してソースセル805と通信しているUEを含み得る。他のUE815は、そのそれぞれの
ロケーション情報、チャネル状態情報、干渉レベル情報、タイミング同期レベルなどをソ
ースセル805に提供していてもよい。追加または代替として、ソースセル805は、別のソー
スセル820からフィードバック信号835-bを受信していてもよい。別のソースセル820は、
ミリ波通信ネットワークのセルまたは基地局であり得、たとえば、それ自体のチャネル状
態情報を運ぶ、および/または、他のUEからのそのようなフィードバック信号を中継する
ことができる。追加または代替として、ソースセル805は、基地局825からフィードバック
信号835-cを受信していてもよい。基地局825は、非ミリ波基地局であり得、バックホール
通信リンクを介してフィードバック信号を送り得る。いくつかの例では、基地局825は、
基地局825の通信先であるが、ソースセル805のカバレージエリアにも位置するUEからのフ
ィードバック信号835-cを中継し得る。したがって、ソースセル805は、狭帯域信号および
/または広帯域信号の最適なパラメータ調整を保証するために、多種多様なネットワーク
特性を決定し得る。
【００６９】
　ブロック845において、ソースセル805は、狭帯域信号成分パラメータおよび/または広
帯域信号成分パラメータを調整し得る。ソースセル805は、識別されたネットワーク特性
に基づいて、パラメータを調整し得る。たとえば、ソースセル805は、狭帯域信号と広帯
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域信号との間の送信電力分割を調整し得る。ブロック850において、ソースセル805は、調
整されたパラメータを用いて、同期信号の狭帯域信号成分および広帯域信号成分を送り得
る。
【００７０】
　図9は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法900の一例を示すフロ
ーチャートである。明確にするために、方法900について、図1、図6、図7、もしくは図8
を参照しながら説明した基地局のうちの1つもしくは複数の態様、および/または、図2、
図3、図4、もしくは図5を参照しながら説明したデバイスのうちの1つもしくは複数の態様
に関して以下で説明する。いくつかの例では、基地局は、以下で説明する機能を実行する
ために、基地局の機能要素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し得
る。追加または代替として、基地局は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機
能のうちの1つまたは複数を実行し得る。
【００７１】
　ブロック905において、方法900は、基地局がミリ波通信のための同期信号の狭帯域信号
成分および広帯域信号成分を識別することを含み得る。狭帯域信号および広帯域信号は、
タイミング情報、基地局の識別情報などを含むか、またはさもなければそれらの情報を運
ぶことができる。ブロック910において、基地局は、ミリ波通信ネットワークに関連付け
られた1つまたは複数の特性を識別し得る。ネットワーク特性は、たとえば、パスロス状
態、干渉レベル、タイミング同期レベルなどを含み得る。基地局は、内部情報(たとえば
、内部測定値、監視ステータスなど)に基づいておよび/または他の構成要素から受信され
たフィードバック信号に基づいて、ネットワーク特性を決定し得る。ブロック915におい
て、基地局は、ネットワーク特性に基づいて、狭帯域信号成分または広帯域信号成分の少
なくとも1つのパラメータを調整し得る。たとえば、基地局は、送信電力レベルまたは比
を調整する、帯域幅を調整する、トーン選択を調整する、などを行うことができる。
【００７２】
　ブロック905、910、および915における動作は、図2、図3、図4、または図5を参照しな
がら説明した同期管理モジュール210および/または同期信号決定モジュール510を使用し
て実行され得る。
【００７３】
　このようにして、方法900はワイヤレス通信を提供し得る。方法900は一実装形態にすぎ
ないこと、および、方法900の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか
、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【００７４】
　図10は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法1000の一例を示すフ
ローチャートである。明確にするために、方法1000について、図1、図6、図7、もしくは
図8を参照しながら説明した基地局のうちの1つもしくは複数の態様、および/または、図2
、図3、図4、もしくは図5を参照しながら説明したデバイスのうちの1つもしくは複数の態
様に関して以下で説明する。いくつかの例では、基地局は、以下で説明する機能を実行す
るために、基地局の機能要素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し
得る。追加または代替として、基地局は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する
機能のうちの1つまたは複数を実行し得る。
【００７５】
　ブロック1005において、方法1000は、基地局がミリ波通信のための同期信号の狭帯域信
号成分および広帯域信号成分を識別することを含み得る。狭帯域信号および広帯域信号は
、タイミング情報、基地局の識別情報などを含むか、またはさもなければそれらの情報を
運ぶことができる。ブロック1010において、基地局は、ミリ波通信ネットワークに関連付
けられた1つまたは複数の特性を識別し得る。ネットワーク特性は、たとえば、パスロス
状態、干渉レベル、タイミング同期レベルなどを含み得る。基地局は、内部情報(たとえ
ば、内部測定値、監視ステータスなど)に基づいておよび/または他の構成要素から受信さ
れたフィードバック信号に基づいて、ネットワーク特性を決定し得る。ブロック1015にお
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いて、基地局は、識別されたネットワーク特性に基づいて、狭帯域信号成分または広帯域
信号成分の送信電力分割パラメータを調整し得る。たとえば、基地局は、狭帯域信号成分
の送信電力を増加させ、広帯域信号成分の送信電力を減少させるか、または狭帯域信号成
分の送信電力を減少させ、広帯域信号成分の送信電力を増加させることができる。
【００７６】
　ブロック1020において、基地局は、調整されたパラメータを用いて、同期信号の狭帯域
信号成分および広帯域信号成分を送信し得る。いくつかの例では、基地局は、ビームフォ
ーミングされた信号を介して信号成分を指向的に送信し得る。
【００７７】
　ブロック1005、1010、1015、および1020における動作は、図2、図3、図4、または図5を
参照しながら説明した同期管理モジュール210および/または同期信号決定モジュール510
を使用して実行され得る。
【００７８】
　このようにして、方法1000はワイヤレス通信を提供し得る。方法1000は一実装形態にす
ぎないこと、および、方法1000の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられる
か、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【００７９】
　図11は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法1100の一例を示すフ
ローチャートである。明確にするために、方法1100について、図1、図6、図7、もしくは
図8を参照しながら説明した基地局のうちの1つもしくは複数の態様、および/または、図2
、図3、図4、もしくは図5を参照しながら説明したデバイスのうちの1つもしくは複数の態
様に関して以下で説明する。いくつかの例では、基地局は、以下で説明する機能を実行す
るために、基地局の機能要素を制御するためのコードの1つまたは複数のセットを実行し
得る。追加または代替として、基地局は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する
機能のうちの1つまたは複数を実行し得る。
【００８０】
　ブロック1105において、方法1100は、基地局がミリ波通信のための同期信号の狭帯域信
号成分および広帯域信号成分を識別することを含み得る。狭帯域信号および広帯域信号は
、タイミング情報、基地局の識別情報などを含むか、またはさもなければそれらの情報を
運ぶことができる。ブロック1010において、基地局は、ミリ波通信ネットワークに関連付
けられた1つまたは複数の特性を識別し得る。ネットワーク特性は、たとえば、パスロス
状態、干渉レベル、タイミング同期レベルなどを含み得る。基地局は、内部情報(たとえ
ば、内部測定値、監視ステータスなど)に基づいておよび/または他の構成要素から受信さ
れたフィードバック信号に基づいて、ネットワーク特性を決定し得る。ブロック1015にお
いて、基地局は、識別されたネットワーク特性に基づいて、広帯域信号成分の帯域幅パラ
メータを調整し得る。たとえば、基地局は、広帯域信号成分の帯域幅を増加または減少さ
せ得る。
【００８１】
　ブロック1120において、基地局は、調整されたパラメータを用いて、同期信号の狭帯域
信号成分および広帯域信号成分を送信し得る。いくつかの例では、基地局は、ビームフォ
ーミングされた信号を介して信号成分を指向的に送信し得る。
【００８２】
　ブロック1105、1110、1115、および1120における動作は、図2、図3、図4、または図5を
参照しながら説明した同期管理モジュール210および/または同期信号決定モジュール510
を使用して実行され得る。
【００８３】
　このようにして、方法1100はワイヤレス通信を提供し得る。方法1100は一実装形態にす
ぎないこと、および、方法1100の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられる
か、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【００８４】
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　いくつかの例では、方法900、1000、および/または1100のうちの2つ以上からの態様が
組み合わされ得る。方法900、1000、および1100は例示的な実装形態にすぎないこと、お
よび、方法900～1100の動作は他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、また
は別様に修正され得ることに留意されたい。
【００８５】
　本明細書で説明する技法は、CDMA、TDMA、FDMA、OFDMA、SC-FDMA、および他のシステム
などの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAシステムは、CDMA2000、ユニバー
サル地上波無線アクセス(UTRA)などの無線技術を実装し得る。CDMA2000は、IS-2000規格
、IS-95規格、およびIS-856規格をカバーする。IS-2000リリース0およびAは、一般に、CD
MA2000 1X、1Xなどと呼ばれる。IS-856(TIA-856)は、一般に、CDMA2000 1xEV-DO、高速パ
ケットデータ(HRPD)などと呼ばれる。UTRAは、広帯域CDMA(WCDMA(登録商標))およびCDMA
の他の変形形態を含む。TDMAシステムは、モバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録
商標))などの無線技術を実装し得る。OFDMAシステムは、ウルトラモバイルブロードバン
ド(UMB)、発展型UTRA(E-UTRA)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、F
lash-OFDM(登録商標)などの無線技術を実装し得る。UTRAおよびE-UTRAは、ユニバーサル
モバイルテレコミュニケーションシステム(UMTS)の一部である。3GPPロングタームエボリ
ューション(LTE)およびLTE-Aアドバンスト(LTE-A)は、E-UTRAを使用するUMTSの新しいリ
リースである。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、およびGSM(登録商標)は、「第3世代パ
ートナーシッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載されている。CD
MA2000およびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」(3GPP2)という名称の組
織からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、認可および/または共有帯
域幅を介したセルラー(たとえば、LTE)通信を含む、上述のシステムおよび無線技術なら
びに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてLT
E/LTE-Aシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてLTE用語が使用されるが、
本技法はLTE/LTE-A適用例以外に適用可能である。
【００８６】
　添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例を説明しており、実装され得るま
たは特許請求の範囲内にある唯一の例を表すものではない。「例」および「例示的な」と
いう用語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示として機能すること」
を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」ことを意味しない。詳細な説
明は、説明した技法の理解を与える目的で、具体的な詳細を含む。しかしながら、これら
の技法は、これらの具体的な詳細なしに実践され得る。いくつかの事例では、説明した例
の概念を不明瞭にすることを避けるために、よく知られている構造および装置はブロック
図の形態で示されている。
【００８７】
　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得る。た
とえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、
ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場
もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【００８８】
　本明細書の本開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、汎用プ
ロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、ASIC、FPGAもしくは他のプログラマブル論理
デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本
明細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装ま
たは実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プ
ロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態
機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、
DSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つ
もしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実装され得
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る。
【００８９】
　本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令
またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒
体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲
の範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能
は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハー
ドワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能
を実装する特徴はまた、機能の部分が異なる物理ロケーションにおいて実装されるように
分散されることを含め、様々な位置に物理的に位置していてもよい。特許請求の範囲を含
めて本明細書で使用する場合、「および/または」という用語は、2つ以上の項目のリスト
において使用されるとき、列挙される項目のうちのいずれか1つを単独で利用できること
、または列挙される項目のうちの2つ以上からなる任意の組合せを利用できることを意味
する。たとえば、構成が、構成要素A、B、および/またはCを含むものとして説明される場
合、その構成は、A単体、B単体、C単体、AとBを組み合わせて、AとCを組み合わせて、Bと
Cを組み合わせて、またはA、B、およびCを組み合わせて含むことができる。また、特許請
求の範囲を含めて本明細書で使用する場合、項目のリスト(たとえば、「のうちの少なく
とも1つ」または「のうちの1つまたは複数」などの句で始まる項目のリスト)において使
用される「または」は、たとえば、「A、B、またはCのうちの少なくとも1つ」のリストが
AまたはBまたはCまたはABまたはACまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)を意
味するような、選言的リストを示す。
【００９０】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピ
ュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体
は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり
得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、フラッシュ
メモリ、CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他
の磁気ディスクストレージデバイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプロ
グラムコード手段を搬送もしくは記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュ
ータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備
えることができる。また、任意の接続は適切にコンピュータ可読媒体と呼ばれる。たとえ
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク(disk)およびデ
ィスク(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザーディスク(登録商標)(disc)、
光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピー(登録商標)ディス
ク(disk)およびブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は、通常、データを磁
気的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。上記の
組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【００９１】
　本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にするために
提供される。本開示への様々な修正は、当業者に容易に明らかになり、本明細書で定義す
る一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるものではなく、本明細書
で開示する原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】



(21) JP 6517323 B2 2019.5.22

10

20

30

40

【００９２】
　　100　ワイヤレス通信システム、システム
　　105　基地局、ミリ波基地局、非ミリ波基地局、デバイス
　　105-a、105-b、105-c　デバイス
　　105-d　基地局
　　110　地理的カバレージエリア
　　115　UE、ミリ波UE
　　115-a　デバイス
　　125　通信リンク
　　130、130-a、530　コアネットワーク
　　132、134　バックホールリンク
　　200、300、400、500　ブロック図
　　205、205-a、205-b　受信機モジュール
　　210、210-a、210-b　同期管理モジュール
　　215、215-a、215-b　送信機モジュール
　　305、305-a　ネットワーク特性モジュール
　　310、310-a、510　同期信号決定モジュール
　　405　狭帯域信号管理モジュール
　　410　広帯域信号管理モジュール
　　415　電力分割制御モジュール
　　420　帯域幅制御モジュール
　　500　システム
　　505-m、505-n　基地局
　　545　基地局アンテナ
　　550　基地局トランシーバモジュール
　　565　基地局通信モジュール
　　570　基地局プロセッサモジュール
　　575　ネットワーク通信モジュール
　　580　基地局メモリモジュール
　　585　コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア/ファームウェアコード
　　590　バス
　　595　電力/帯域幅構成モジュール
　　600、800　スイム図、図
　　605、805　ソースセル
　　610、810　UE
　　700、700a～700e　図
　　705-a、705-b、705-c　狭帯域信号
　　710-a、710-b、710-c、710-d、710-e　広帯域信号
　　815　追加のUE、別のUE
　　820　追加のソースセル、別のソースセル
　　825　基地局
　　835、835-a、835-b、835-c　フィードバック信号
　　900、1000、1100　方法
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